
令 和 ７ 年 ６ 月 １ ７ 日  

  

広 島 信 用 金 庫 

 

 

第８０期 通常総代会 について 
 
 

広島信用金庫（理事長 川上 武）では、本日（６月１７日）開催の、第８０期通常総代会

において、下記の事項を報告ならびに決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和６年度（第８０期）決算概要  
  

（１）業容について 
 

   

 

 

   預金は、内容の充実を第一に地域に密着した営業活動を推進いたしました結果、前期

比１７９億円増加し、期末残高は１兆６，８９０億円となりました。 

    貸出金は、地域経済の活性化を図るため地域の皆さまの資金ニーズに積極的に対応い

たしました結果、前期比２４８億円増加し、１兆８５６億円となりました。 

 

（２）利益について 
 

 

 

 

 

 

 

     

   利回りの上昇に伴う貸出金利息や余裕金利息の増加などにより、経常収益は前期比１

５億１百万円増収の２２２億１９百万円となりました。 

預金利息や人件費の増加などにより、コア業務純益は前期比２億７５百万円減益の４

６億１６百万円となりましたが、株式等売却益の増加などにより、経常利益は１億５３百

万円増益の３３億５６百円、最終利益である当期純利益は、６３百万円増益の２３億３百

万円となりました。 

 

 

 預   金   １，６８９，０５１百万円 （前期比 17,974 百万円増 1.0％増） 

 貸 出 金  １，０８５，６８７百万円 （前期比 24,847 百万円増 2.3％増） 

 

 

 経 常 収 益  ２２，２１９百万円 （前期比  1,501 百万円増  7.2％増） 

 実質業務純益   ４，４９０百万円 （前期比   204 百万円減  4.3％減） 

 コア業務純益   ４，６１６百万円 （前期比   275 百万円減  5.6％減） 

 経 常 利 益      ３，３５６百万円 （前期比   153 百万円増   4.8％増） 

 当 期 純 利 益      ２，３０３百万円 （前期比     63 百万円増   2.8％増） 



（３）不良債権の処理状況について 
 

        資産のさらなる健全化をはかるべく、厳格な自己査定にもとづく不良債権の処理を

行いました結果、令和７年３月期における不良債権処理額は、１９億６百万円（前期比

３億６２百万円増、２３．５％増）となりました。 

（４）信用金庫法および金融再生法による開示債権について 

                                （金額単位：百万円） 

 

      

開示額 担保・保証等 貸倒引当金 保 全 率 

① ② ③ （②＋③）／① 

破産更生債権等     3,167    1,001   0 2,165   100.0％ 

危 険 債 権           28,935    16,936     6,325   080.3％ 

要 管 理 債 権             896      473   0   87   062.5％ 

 
三月以上延滞債権      10      10      －   100.0％ 

貸出条件緩和債権 885 462 87 62.0％ 

小    計    32,999    18,411     8,578    81.7％ 

正 常 債 権   1,057,887 
 

合  計   1,090,886 

    信用金庫法および金融再生法上の不良債権額は、３２９億９９百万円（前期比３０

億１１百万円増、１０．０％増）となり、不良債権比率は前期比０．２１ポイント上昇

し、３．０２％となりました。なお、不良債権額のうち８１．７％は、担保・保証等お

よび貸倒引当金により保全がはかられております。 

（５）自己資本比率（国内基準）について 
  

自 己 資 本 総 額  ① － ②        １０７，５５７ 百万円 

 
コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目  ①       １１０，９２８ 百万円 

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目  ②          ３，３７０ 百万円 

リ ス ク ア セ ッ ト                          ８０１，１２８ 百万円 

自 己 資 本 比 率                            １３．４２％ 

    自己資本比率は１３．４２％となり、引き続き国内基準の４．０％を大きく上回って

おります。 

（６）令和７年度計画について 
 

   ・経 常 収 益  ２４１ 億円程度   ・コア業務純益  ４７億円程度 

   ・経 常 利 益   ３０ 億円程度   ・当 期 純 利 益  ２０億円程度 

   ・自己資本比率   １３ ％台     ・不良債権比率   ３ ％台 

 

 



 ＜参考＞ 連結決算の概要 
 

  ・連結される子会社及び子法人等 

    ひろしんビジネスサービス株式会社 

ひろしん保証サービス株式会社 

ひろしん農業育成投資事業有限責任組合 
   

   ・連結業績 
 

 

 

 

 

 

 

 

２．役員異動（令和７年６月１７日付） 
  

（１）新任 
 
   常勤理事  上野 伸典  （前 融資部長 ） 

   常勤理事  久留島 英樹 （前 営業統括部長 兼 統括指導役） 

 

（２）退任  ※（ ）内は就任予定先 
 
   専務理事  吉岡 敬司  （株式会社共和保険サービス 会長） 

   常務理事  中野 智之  （株式会社中国しんきんカード 代表取締役常務） 

   常勤理事  飯田 克也  （有信興産株式会社 代表取締役社長） 

   常勤理事  大道 隆昌  （株式会社中国しんきんリース 代表取締役常務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ先］ 経営企画部 広報室 TEL 082－245－0030 

 経 常 収 益         ２２，３４０ 百万円 （前期比 1,501 百万円増 7.2％増） 

 経 常 利 益          ３，５１４ 百万円 （前期比   211 百万円増  6.4％増） 

 当 期 純 利 益          ２，４０９ 百万円  （前期比   104 百万円増  4.5％増） 

連結自己資本比率   １３．４６ ％  


